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【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

重信中（愛媛県）

上八万中（徳島県）

＜重信中　１アウト３塁で阿部の先制打＞ ＜上八万中　投手大門　粘投＞

チーム名

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（上）　●　大門　竜弥－根津　祐作　

＜本塁打＞

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

【勝者インタビュー】

“１点を争う好ゲーム。重信中足攻で開幕試合を制す”

　八木投手のコントロールが少し乱れたが、みんなで落ち着いて守れたことが勝因。７回の２点が大きかっ
たが、もう少し早い回に追加点が欲しかった。一戦一戦丁寧に戦いたい。

　チーム全体で声を出して盛り上がり、いつもの重信中の雰囲気で試合ができた。
　四国制覇に向けて、次戦も頑張りたい。

【　男子　】 Ａ球場（松山中央公園北）

＜先攻＞（重）　○　八木　琢磨－太田　篤志　

主将談

“上八万中、大門投手の粘投報われず”

　開幕試合の緊張感が漂う中、均衡が崩れたのは４回表。重信中先頭の４番坂本の打球が失策を誘い、
一気に二塁へ。次打者河添の進塁打で三進。６番阿部の二ゴロの間にホームイン。待望の先取点を挙げ
た。７回にも太田、吉良の安打にスクイズ、重盗をからめて２点を追加。鮮やかな足攻が光った。
　上八万中も投手を中心に粘ったが、重信中八木投手の毎回三振を奪う快投に抑え込まれた。


